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（無溶剤）  
使 用 量：湿潤面可（0.2～0.3kg/㎡）
荷　　姿【主剤6.0kg   硬化剤3.0kg】×1
使用道具：ローラー刷毛
コードNO P-1

（一液）
使 用 量：速乾性（0.1～0.2kg/㎡）
荷　　姿【8.0kg 】×1
使用道具：ローラー刷毛
コードNO P-4

（小分）(無溶剤)
使 用 量：湿潤面可（0.2～0.3kg/㎡）
荷　　姿【主剤1.0kg   硬化剤0.5kg】×6
使用道具：ローラー刷毛
コードNO P-2

使用方法（砂岩の仕上がり・充填）
荷　　姿【主剤2.0kg   硬化剤1.0kg】×5
使用道具：金ゴテ・計量カップ
コードNO A-1

使用方法（不陸調整・充填）
荷　　姿【主剤10kg   硬化剤5kg】×1
使用道具：金ゴテ・計量器
コードNO A-2

使用方法（側面注入）
荷　　姿【主剤300ml　硬化剤150ml】×10
使用道具：Ｇ専用ガン
コードNO G-1

使用方法  (底面注入）
荷　　姿【主剤300ml   硬化剤150ml】×10
使用道具：Ｇ専用ガン
コードNO G-2

使用方法（カセットタイプ・注入 ）
荷　　姿【主剤200ml   硬化剤50ml】×10
使用道具：ＧⅡ専用ガン
コードNO N-2

（カーボンチョップ混合）
使 用 量（0.8～1.0kg/㎡）
荷　　姿【主剤2.0kg   硬化剤0.5kg】×5
使用道具：ゴムベラ
コードNO N-1

（カーボンチョップ混合）
使 用 量（0.5～0.7kg/㎡）
荷　　姿【主剤2.0kg   硬化剤0.5kg】×5
使用道具：ゴムベラ
コードNO N-1

（含浸接着樹脂）
使 用 量（0.4～0.5kg/㎡）
荷　　姿【主剤0.8kg   硬化剤0.4kg】×6
使用道具：ローラー刷毛
コードNO F-1

（含浸接着樹脂）
使 用 量（0.3～0.4kg/㎡）
荷　　姿【主剤0.8kg   硬化剤0.4kg】×6
使用道具：ローラー刷毛
コードNO F-1

（アラミド繊維シート）
種　  類（目付280g/耐力40t/10幅）
荷　　姿【幅10cm   長さ50m】×1
使用道具：アラミド専用鋏
コードNO K-1

（アラミド繊維シート）
種　  類（目付280g/耐力40t/30幅）
荷　　姿【幅30cm   長さ50m】×1
使用道具：アラミド専用鋏
コードNO K-2

（カーボン繊維シート）
種　  類（目付200g/㎡/25幅）
荷　　姿【幅25cm   長さ50m】×1
使用道具：鋏
コードNO C-1

（カーボン繊維シート）
種　  類（目付200g/㎡/50幅）
荷　　姿【幅50cm   長さ50m】×1
使用道具：鋏
コードNO C-2

（モルタル仕上げ用下地剤 ）
使 用 量（ 0.3～0.5kg/㎡ ）  
荷　　姿【主剤6.5kg   硬化剤1.3kg】×1
使用道具：ゴムベラ・ローラー刷毛
コードNO P-5

K-1

K-2

（2液仕上剤） 
使 用 量（ 0.15～0.2kg/㎡ ）
荷　　姿【主剤3,5kg   硬化剤0.7kg】×1
使用道具：ローラー刷毛
コードNO T-1

（1液仕上剤）
使 用 量（0.15～0.2kg/㎡）
荷　　姿【4.0kg 缶入り】×2
使用道具：ローラー刷毛
コードNO T-2
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1）布基礎の下地面にひび割れなどが無いか点検し、下地面が乾燥して
いるか乾燥していないかを確認する

3）下地面にプライマーTW-101を塗布し、コンクリートの表面部分にプライマーを
含浸接着させる（コンクリート面からの剥がれを防止するため）

4）ひび割れた部分のゴミやほこりなどを取り除きタフロンG-2030を専用ガンに
装着し、ひび割れた部分にしっかりと注入し補修する

5）プライマーの硬化を確認後、AFコートをローラー刷毛で均一に塗布する 6）AFコートが硬化しないうちに、カットしたアラミド繊維シートを貼りつけ、アラミド
繊維シート中の気泡を脱泡ローラーで追出し、基礎面にしっかりと含浸させる

7）含浸し、硬化したアラミド繊維シートの上から、もう一度AFコートをローラー刷毛で均一に塗布し、
塗布終了後は養生させる■外側の場合は、紫外線による黄変予防の為にトップコート仕上げを行います。

●脱泡ローラーで密着脱泡

●脱泡ローラー●専用ガン

●含浸接着させる

●含浸接着させる

●トップコート仕上げ（外側）

●専用ガンで注入する

2 2

●基礎面に合わせて、モルタル仕上げにも対応しています。
●モルタル仕上用下地剤TW-105をご使用下さい。
●アラミド繊維シートを使用しない補強工法の場合は、TC-4101で
補強、補修を行います。
■連続繊維補強工法は強力な接着力で劣化弱体化したコンクリート
を補強し長期間保護します。

←塗布方向

→塗布方向

→脱泡方向

2）乾燥を確認後、ウエスやワイヤーブラシでゴミやほこりなどを取り除き表面をきれいにする。又
床下の布基礎部分を少し掘り下げる
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●6種類のコンクリート試験体を各三体ずつ作成し、28日間養生させた試験体の曲げ強度試験を行いました。
【無鉄筋無補強】【TC-4101でアラミド繊維シート貼り】【AFコートでアラミド繊維シート貼り】
【切断面をG-2030で接着のみ】【切断面接着無しAFコートでアラミド繊維シート貼り】
【切断面をG-2030で接着AFコートでアラミド繊維シート貼り】

株式会社お問い合わせ

●試験結果が示すように、AFコートとアラミド繊維シートを貼り合わせた連
続繊維補強工法は、コンクリートの布基礎部分を新築時と同等なコンク
リートの状態に回復させるか,これを上回る補強効果が認められました。
●アラミド繊維シートを貼り合わせた連続繊維補強工法は、コンクリートの
劣化やひび割れなどの欠損部を補修するだけでなく、コンクリートの強度
を大幅に上回る補強効果が立証されました。

□埼玉工場（レジン事業部）
〒350-0256　　埼玉県坂戸市善能寺513番地

TEL049-280-7275　FAX049-280-7276
http：//www.manholes.co.jp

□本　社/営業部
〒168-0062　　東京都杉並区方南2-8-2

TEL03-3313-8231（代表）FAX03-3313-8232 

□製造/販売

試 試験結果

6.3N/m㎡

10.3N/m㎡

10.0N/m㎡

7.3N/m㎡

9.2N/m㎡

10.8N/m㎡

試


